
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和06年09月05日

計画の名称 大村市の中心市街地の活性化に向けた図書館及び周辺環境整備

計画の期間   平成２６年度 ～   平成３０年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 大村市

計画の目標 大目標：県央に位置する大村市の中心市街地にふさわしい魅力と賑わいの都市の再生

　目標１：中心市街地の魅力と回遊性を高め、人々が集い交流し、賑わいあるれるまちをつくる。

　目標２：中心拠点誘導施設の再整備により、都市機能の充実を図り中心市街地への誘客を推進する。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               4,366  Ａ               4,348  Ｂ                   0  Ｃ                  18  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      0.41 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H25当初） （H30末）

   1 ・中心市街地の交流人口（商店街の通行者数により交流人口の増加数を把握する。）

・中心市街地の交流人口　定義：商店街６地点の通行者延べ人数 6280人/日 人/日 8820人/日

   2 ・図書館利用者数（図書館利用者数により誘客数の増加を把握する。）

・図書館利用者数　定義：新図書館利用者数 153890人/年 人/年 517380人/年

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000605645



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業 A10-001

都市再生 一般 大村市 直接 大村市 － － 大村中心地区（第２期）

都市再生整備計画事業

図書館整備、道路整備等　A=

78.3ha

大村市  ■  ■  ■  ■  ■       4,348 －

 小計       4,348

合計       4,348

1 案件番号：  0000605645



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業 C10-001

都市再生 一般 大村市 直接 大村市 － － 居住及び都市機能誘導区

域の設定に係る検討

誘導区域設定業務委託 大村市  ■  ■          14 －

居住及び都市機能の立地を適正に誘導することにより、市街地拡大を抑制するとともに、利便性の高い都市拠点（都市再生整備計画区域）の形成と、持続可能な都市構造の実現が期待される。

C10-002

都市再生 一般 大村市 直接 大村市 － － 事後評価 事後評価業務委託 大村市  ■           4 －

事業効果の発現や状況や指標の最終目標値の実現状況等を確認できる。

 小計          18

合計          18

1 案件番号：  0000605645



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

大村市都市再生整備計画事業事後評価委員会
事後評価の実施体制

0000605645案件番号：

令和2年2月

事後評価シートを市ホームページにて公表

【指標１中心市街地の交流人口】
交流人口は、中心市街地の魅力と回遊性の向上及び中心拠点誘導施設の再整備等による誘客推進により、平成25年度より年々増
え続け目標年度前年は8,256人となり、目標値達成の目前までに迫った。
しかし、目標年度測定日は、荒天による外出控えと、本事業の基幹事業であり通行量増加を見込んでいた市立図書館の供用前で
あったことから、拠点としての集客機能を正確に把握できず、目標値は未達成となった。
なお、計画当初において、市立図書館供用による1,260人のを通行量総定数を加えると9,031人となり、目標値を達成することが
確実であったと推測できる。
【指標２図書館利用者数】
202万冊という全国でもトップクラスの収蔵能力を誇る県・市の一体型の図書館であり、また市歴史資料館の併設による相乗効
果により、目標値を達成した。

当該地区と同区域で中心市街化活性化事業が取り組まれていることから、各事業について庁内の横断的な連絡・調整を積極的に
実施したことで、円滑で効果的なまちづくりを進めることができた。

・集客力のある公共施設や商業施設等との連携による情報発信、イベント開催等により、市内外から訪れる来街者を誘導し、さらに交流人口を増加させる。
・イベント開催の支援、空き店舗活用支援、低・未利用地活用の支援等を行い、商店街の活性化とまちの賑わいの再生を図る。
・生活利便性の高い立地環境を活かし、土地の高度利用を図った民間住宅建設の支援や子育て支援施設等の整備による定住人口を増加させる。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

中心市街地の交流人口

最　終
目標値

8820人/日
中心市街地の魅力と回遊性の向上及び中心拠点誘導施設の再整備等による誘客推進により、中心市街地の交流人口が増えた。

最　終
7771人/日

実績値

 2

図書館利用者数

最　終
目標値

517380人/年
県・市の一体的な整備による図書館機能の強化及び市歴史資料館併設の相乗効果により図書館利用者数は増加した。

最　終
600600人/年

実績値

1 案件番号：0000605645


